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今年度は、新型コロナウイルス感染症対策のため、通知表が前期、後期の２回になりました。

さらに、今年度から「学習指導要領※」が変わりました。大きく変わったところは評価についてです。

子どもたちには、社会の変化を前向きに受け止め、主体的により良い社会や人生を切り拓いていく力が

求められています。学習指導要領は、子どもたちに育む資質・能力を三つの柱として整理し、これらをバ

ランスよく育んでいくことを目指して書かれています。

学習指導要領に書かれている「育成を目指す資質･能力三つの柱」と「新たに取り組むこと」、さらに「評

価の観点」についてまとめてみました。通知表をご覧になる際に参考にしてください。

児童の皆さん、通知表の内容はどうでしたか。通知表の評価は皆さんが学習を進めていくための「め
じ ど う みな つ う ち ひ ょ う ないよう つうちひょう ひょうか みな がくしゅう すす

あて」も書かれています。おうちの方と一緒によく見て、後期の学習の参考にしてください。
か かた いっしょ み こ う き がくしゅう さんこう

わからないところがあったら、担任の先生に質問して学習の進め方のヒントをもらってください。
たんにん せんせい しつもん がくしゅう すす

今後の予定について
10月21日（水）サッカー大会 27日（火）代表委員会

22日（木）3年生はみがき教室 集団下校14:35 28日（水）クラブ活動 学年だより発行

23日（金）サッカー大会予備日 29日（木）４､５､６年生認知症ｻﾎﾟｰﾀｰ要請講座 集団下校14:35

26日（月）職員会議 ２､３年下校 14:35 ４∼6年下校 15:35 30日（金）読み聞かせ、6年生校外学習（館山方面）

育成を目指す資質・能力三つの柱

評 価 の 観 点
旧学習指導要領 新学習指導要領

関心・意欲・態度 知識・技能 「何を理解しているか、何ができるか」
身につけるべき知識やスキルを十分に習得している

思考・判断・表現

思考・判断・表現 「理解していること、できることをどう使うか」
話し合い活動や発表、レポート、作品制作など多様な活動

技 能 を通して課題に向き合い、自分で考え解決する力や友達と協
力してよりよい解決方法を見つけ出す力、自らの考えを表現

主体的に学習に する力を高めている
知識・理解 取り組む態度

「どのように学習に取り組むか」
自ら目標を持ち、ねばり強く学習に取り組むとともに、学

習の進め方について見通しを持ち、課題の解決に向け試行錯
誤するなど、主体的に学ぼうとしている

新たに取り組むこと

外国語教育
「聞くこと」
「読むこと」
「話すこと」
「書くこと」の力
を総合的に
育みます。

プログラミング
教育

コンピュータがプロ
グラムによって動
き、社会で活用され
ていることを体験
し、学習します。

道徳教育
「特別な教科道徳」
が新設され、自分ご
ととして「考え、議
論する」授業などを
通じて道徳性を
育みます。

このほかに「体験活
動」「キャリア教育」
「防災･安全教育」
などが充実します。

３､4年生に「外国語
活動」が新設されま
した。評価は文章に
よる評価です。

５、６年生の外国
語については評定
（1，2，3）がつき
ます。

ホームページでも「学習指導要領」に関する情報をお知
らせします。 どうぞご覧ください。

※ 学習指導要領とは
「全国のどの地域で教育を受けても、一定の水準の教育を受けられ

るようにするため、文部科学省では、学校教育法等に基づき、各学校
で教育課程（カリキュラム）を編成する際の基準を定めています。こ
れを学習指導要領といいます。」（文部科学省ホームページから）

学校で勉強する内容の目標と、何年生で何を学習するかの基準を決
めたものであり、学校はこれに基づいて学習の計画を立てています。


